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問合せ先

キーワード：安全・安心、光触媒、防汚
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技術概要：（300字以内）
sata

住所 miyahara@tiotechno.co.jp

・様々な建築物・構造物の表面にコーティングを施し、通常、時間経過に伴って発生する汚れやカビ類を、酸化チタン表面に生成する活性酸素の
酸化力によって、分解除去（セルフクリーニング＝光触媒作用）する。新築もしくは改装・洗浄直後の美観を維持することによって景観保全をし、
同時に周辺大気の浄化をおこないます。
・従来の光触媒材料は、有機系・無機系バインダーまたは塗料に光触媒酸化チタンを混合するものですが、ティオスカイコートは完全無機のペル
オキソチタン酸をバインダーとしており、透明性が高く光触媒作用によって分解されることも無い為、長期間性能を維持することができるコーティ
ングシステムです。
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会社名

ティオスカイコート　光触媒コーティングシステム

ペルオキソチタン系光触媒コーティング剤による、防汚・防カビ・大気浄化技術

担当者

株式会社ティオテクノ
佐賀県小城市三日月町道辺1432-3
研究開発部　宮原

　　　　　　　（特許番号：第3690864号、第3863599号、第3863620号等）　　　　　　　　　

技術賞，審査証明等

建築物・構造物の美観を長期間維持することによって景観保全をする。開発目標

技術名称

副題

環境対策工 景観対策工

NETIS登録番号

推奨技術  準推奨技術  活用促進技術  設計比較対象技術  少実績優良技術  

有り なし 

ものづくり日本大賞 国土技術開発賞 学会賞 建設技術審査証明 

□ 期待される効果 

・光触媒作用による、防汚・抗カビ・防藻・抗菌・周辺大気浄化の効果が長期間維持される。 

・構造物の美観維持及びメンテナンスコストの縮減が期待できる。 

・有機溶剤を使用しておらず、施工中・施工後の安全性に優れる。 

□ 新規性 
・従来技術を「洗浄」とし比較すると、洗浄直後は新築時の美観を回復することができるが、 
 時間の経過とともに汚染は進行する。ティオスカイコートを施すことによって汚染を抑制し、 
 基板の耐久性に応じた機関の美観維持が可能となる。 
・バインダーとプライマーの両方の機能を果たす、完全無機のペルオキソチタン酸を使用   
 している為、光触媒作用によってバインダーや基盤が分解される心配もなく、長期間光  
 触媒効果が持続する。 

写真1：東脊振トンネル（施工後約4年） 

図：ティオスカイコートコーティングシステムの特色 

□ 適用範囲 
・塗装面、タイル面、ガラス面、コンクリート面など、屋内外の壁面において、太陽光など 
 から発せられる紫外線が当たる場所。 

□ 施工単価 
・ ￥3,000～6,000/㎡ （材工価格） 
対象となる基盤の材質、周辺状況により変化します。 

□ 施工手順 
・ 下図のように、スプレーで施工します。 

写真2：施工手順例 

□ 留意事項 
・ 光量が少なく汚染スピードが速い場所や、シーリングの汚れ、鉄サビ等が 
    発生する箇所では、十分に効果を発揮できない事がある。 
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